
令
和
４
年

　

第
１
回 

臨
時
会

令
和
４
年

　

第
１
回 

臨
時
会

　

令
和
４
年
第
１
回
臨
時
会
が
、

去
る
１
月
28
日
開
か
れ
ま
し
た
。

本
臨
時
会
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
に
係
る
事
業
等

に
係
る
事
業
の
経
費
等
を
追
加

計
上
す
る
令
和
３
年
度
石
垣
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）

が
市
長
よ
り
提
出
さ
れ
、
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

要
旨

　

離
島
に
お
い
て
は
、
昭
和

28
年
に
離
島
振
興
法
が
制
定

さ
れ
て
以
来
、
離
島
振
興
政

策
が
推
進
さ
れ
、 

生
活
条
件

の
改
善
、
産
業
基
盤
の
整
備

等
を
中
心
と
す
る
社
会
資
本

の
形
成
が
大
き
く
進
展
し
た
。

離
島
振
興
法
の

     
改
正
・
延
長
を

         

求
め
る
意
見
書

　
　
　
　
　
　

離
島
振
興
法
の

     
改
正
・
延
長
を

         

求
め
る
意
見
書

　
　
　
　
　
　

提
出
者　

仲
間　

均

〇
提
出
先　

　

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、

　

内
閣
総
理
大
臣
、
国
土
交
通

　

大
臣
、
内
閣
官
房
長
官

（
結
果
）
全
会
一
致
で
可
決

　

離
島
は
、
我
が
国
の
領
域
、

排
他
的
経
済
水
域
等
の
保
全
、

海
洋
資
源
の
利
用
、
多
様
な

文
化
の
継
承
、
自
然
環
境
の

保
全
と
あ
わ
せ
て
、
自
然
と

の
触
れ
合
い
の
場
及
び
機
会

の
提
供
、
食
料
の
安
定
的
な

供
給
等
、
我
が
国
及
び
国
民

の
利
益
の
保
護
及
び
増
進
に

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
離
島
に

お
い
て
は
、
厳
し
い
自
然
的
・

社
会
的
条
件
の
下
、
人
の
往

来
、
生
活
に
必
要
な
物
資
等

の
輸
送
に
要
す
る
費
用
が
他

の
地
域
に
比
較
し
て
多
額
で

あ
る
こ
と
の
ほ
か
、
医
療
提

供
体
制
や
産
業
基
盤
、
生
活

環
境
等
が
脆
弱
と
い
っ
た
本

土
と
の
地
域
格
差
は
、
引
き

続
き
対
応
す
べ
き
課
題
で
あ

る
。
ま
た
、
人
口
減
少
や
高

齢
化
が
進
展
す
る
と
と
も
に
、

基
幹
産
業
で
あ
る
一
次
産
業

の
停
滞
な
ど
、
離
島
を
め
ぐ

る
状
況
は
依
然
と
し
て
厳
し

く
、
一
層
強
力
に
離
島
振
興

政
策
を
推
進
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、

現
行
の
離
島
振
興
法
が
令
和

４
年
度
末
を
も
っ
て
失
効
す

る
こ
と
か
ら
、
抜
本
改
正
の

上
、
恒
久
法
化
も
視
野
に
入

意
見
書
・
決
議
に
つ
い
て

意
見
書
・
決
議
に
つ
い
て

○
意
見
書
・
決
議
等
の
詳
細
は
、

石
垣
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

て
掲
載
し
て
ま
す
。

・
石
垣
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　

↓

・
組
織
か
ら
探
す

　
　
　

↓

・
議
会
事
務
局

　
　
　

↓

・
意
見
書
・
決
議

【石垣市議会ＨＰ】

れ
て
延
長
さ
れ
る
よ
う
、
強

く
要
望
す
る
。

　

本
会
議
の
様
子
は
、
ど
な

た
で
も
見
た
り
、
聞
い
た
り

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
本

会
議
の
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
市
役
所
３
階
に
あ
る

議
会
事
務
局
に
て
、
住
所
・

氏
名
・
年
齢
を
ご
記
入
の
上
、

傍
聴
券
を
受
け
取
り
入
場
し

て
く
だ
さ
い
。

　

（
結
果
）
全
会
一
致
で
可
決

〇
提
出
先　

内
閣
総
理
大
臣
、
内
閣
官
房
長
官

法
務
大
臣
、
国
土
交
通
大
臣
、
財

務
大
臣
、
農
林
水
産
大
臣
、
沖
縄

及
び
北
方
対
策
担
当
大
臣

7

備
の
見
通
し
が
た
た
ず
、
同
計

画
の
頓
挫
の
可
能
性
が
で
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
石
垣
港

港
湾
計
画
の
各
事
業
の
多
く
は

国
の
直
轄
事
業
と
し
て
、
整
備

が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
も

と
よ
り
水
際
管
理
業
務
で
あ

る
、C

I
Q

に
つ
い
て
は
法
務
省
、

財
務
省
、
厚
生
労
働
省
、
農
林

水
産
省
な
ど
、
所
管
が
各
省
庁

に
ま
た
が
る
も
の
で
、
国
が
主

体
と
な
り
責
任
を
も
っ
て
、
イ

ン
フ
ラ
整
備
や
人
員
配
置
を
担

う
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
て

お
り
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
昨
年
、
今
年
と

石
垣
港
へ
の
ク
ル
ー
ズ
船
寄
港

予
約
数
は
年
に
１
５
０
回
以
上

の
件
数
が
あ
り
、
ク
ル
ー
ズ
船

需
要
は
今
後
も
旺
盛
で
あ
る
こ

と
、
ま
た
現
在
、
全
国
各
地
の

港
湾
で
は
ク
ル
ー
ズ
船
寄
港
誘

致
へ
の
取
組
が
活
発
化
し
て
お

り
、
競
争
力
を
高
め
る
た
め
に

も
、C

I
Q

機
能
の
強
化
を
含
め

た
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
等
の
受
け

入
れ
体
制
の
充
実
は
急
務
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
当
市
議
会
は
政
府

に
お
い
て
は
、C

I
Q

業
務
の
目

的
、
役
割
を
鑑
み
、
石
垣
港
へ

の

C
I
Q

機
能
を
備
え
た
タ
ー
ミ

ナ
ル
整
備
へ
の
予
算
措
置
を
強

く
求
め
ま
す
。

西銘沖縄及び北方対策担当大臣に
要請する石垣市議団


